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２月の予定 
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丸数字は学年です。 

ＳＣはスクールカウンセラー来校日です。 

 

道徳授業地区公開講座について 

今年度も、下記の日程で道徳授業地区公開講座を行います。 

日時：２月１８日（土） 

   １時間目（8:20～9:05）…１・２・３年 各教室にて道徳授業公開 

   ２時間目（9:10～9:55）…体育館にて講演会 

「いじめ防止のための本校の取り組みについて」 

  ３時間目（10:10～10:55）…４・５・６年 各教室にて道徳授業公開 

※道徳授業地区公開講座では、家庭や地域と連携し、子供の心を育てる教育

の充実を図っていきたいと考えています。授業参観のみならず、講演会に

も是非お越しください。 

                   （代表委員会担当 及川 久恵） 

２月の生活指導目標 

体をじょうぶにしよう 

寒い日が続いていますが、休み時間になると、校庭から子供たちの元気な声が聞こえてきます。ボール遊びをし

たり、鬼ごっこをしたりと校庭を走り回っています。動き始めると体がぽかぽか温まり、明るい気分になります。 

１月末より、休み時間の校庭遊びの割り当てを増やしました。外遊びの時間が増えて、多くの子が喜んでいまし

た。寒さに負けずに外で体を動かし、丈夫な体を自ら作っていけるように指導していきます。 

                                          （生活指導主任） 

月 火 水 木 金 土 日 

  １ 

水曜時程 

２ 

算数タイム 

安全指導 

委員会活動 

３   ＳＣ ４ 

校庭開放 

５ 

 

６ 

全校朝会 

あいさつ運動１班 

７   ＳＣ 

避難訓練 

ユニセフ募金 

あいさつ運動２班 

８ 

水曜時程 

あいさつ運動３班 

９ 

算数タイム 

ユニセフ募金 

あいさつ運動４班 

１０  ＳＣ 

縦割り班活動 

ユニセフ募金 

あいさつ運動５班 

１１ 

建国記念の日 

１２ 

１３ 

全校朝会 

新一年生保護者会 

あいさつ運動６班 

１４  ＳＣ 

あいさつ運動７班 

１５ 

水曜時程 

あいさつ運動８班 

１６ 

算数タイム 

児童集会 

クラブ活動 

あいさつ運動９班 

１７  ＳＣ 

環境タイム 

あいさつ運動１０班 

１８ 

土曜授業日 

道徳授業地区

公開講座 

書き初め展 

模擬投票⑥ 

あいさつ運動１１班 

１９ 

２０ 

全校朝会 

あいさつ運動１２班 

２１  ＳＣ 

あいさつ運動１３班 

２２ 

水曜時程 

あいさつ運動１４班 

２３ 

天皇誕生日 
２４  ＳＣ 

あいさつ運動１５班 

２５ ２６ 

２７ 

全校朝会 

委員会活動 

２８  ＳＣ      

 

            「自分ならどうするか」          校長 阿部 俊幸 

 本校では、２月１８日（土）に道徳授業地区公開講座を行います。これは、東京都教育委員会が平成１０年か

ら行っている事業で、 

〇意見交換を通して、学校・家庭・地域社会が一体となった道徳教育を推進する。 

〇道徳科の授業を活性化するとともに、質の向上を図る。 

〇道徳科の授業を公開することにより、開かれた学校教育を推進する。 

を主たる目的として、毎年東京都の公立小・中・高等学校で実施されています。本来ならば地域の方々にも道徳

授業をご参観いただき、ご意見を伺いたいところですが、新型コロナウイルス感染症の状況を鑑み、在籍児童の

保護者の皆様に限定しての公開といたします。詳細につきましては、別途保護者の皆様にお知らせいたします。 

全国の小学校では新しい学習指導要領の全面実施にさきだって、平成３０年から「道徳の時間」を「特別の教

科 道徳」とし、道徳的価値についての問題解決的な学習を重視し、道徳教育の充実を図ってきました。道徳科

では、学級担任等が、検定教科書を使用して指導し、子ども達の成長を認め、励ます積極的な評価を行うため、

教育課程上「特別の教科」と位置付けられました。 

道徳科での問題解決的な学習は、道徳的価値をめぐって葛藤や衝突が生じる状況のなかで「自分ならどうする

か」という問いを重視することが求められています。例えば、「寛大な心をもって他人の過ちを許すことができ

る（相互理解、寛容）」と「法やきまりを守ることの大切さを理解し、実践することができる（規則の尊重）」

との間の葛藤を、自分自身の問題として考え抜くことによって、道徳的価値の自覚が深まります。また、自分と

は異なる意見をもつ学級の友達と議論することは、多面的・多角的に道徳的価値をとらえることにつながります。

一人一人が自分の意見を言いっ放しで終わったり、「あれもいい、これもいい」という状態に留まったりでなく、

他者と意見を交わすなかで真剣に合意や解決を目指させる授業を行うことが求められます。そのためにも、教師

としての力量を磨き、一人一人に意見を言わせるだけではなく、子ども達からの予期しない展開や発言に対応で

きる知的瞬発力や構想力を向上させることを大切にしていきます。 

さて、「自分ならどうするか」のフレーズから吉野源三郎氏の著書『君たちはどう生きるか』を思い出しまし

た。この本は、お父さんを３年前に亡くした中学２年生、「コペル君」こと本田純一君が、日常生活で直面する

さまざまな問題を通して、母方の叔父さんと、生き方を考えて成長していく物語です。物語のなかでは、「もの

の見方」「いじめを見たとき」「人間同士のつながり」「貧困」「偉大な人間」などの内容について書かれ、「あ

なたならどうしますか」と問われています。低学年の皆さんには少し難しいと思いますが、本校の図書館に置い

てありますので、機会があれば中高学年の子ども達に読んでもらいたいと思います。著書の巻頭に吉野源三郎氏

のメッセージが書かれていました。以下に紹介します。 

 

 

書き初め展について 

 道徳授業地区公開講座に合

わせて、２月１８日（土）に書

き初め展を行います。 

展示場所は以下の通りです。 

１年生：各教室前の掲示板 

２年生：玄関横スペース 

３～６年生：ランチルーム 

 子供たちの力溢れる作品を、

ぜひご覧ください。 

誰もかれもが 力いっぱいに のびのびと生きていける世の中 

誰もかれも「生まれて来てよかった」と思えるような世の中 

自分を大切にすることが 同時に人を大切にすることになる世の中 

そういう世の中を来させる仕事が 君たちの行く手に待っている 

大きな仕事 生きがいのある仕事 


